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1. はじめに
2017 年 9 月に PMI から「PMBOK® ガイド第６版」が
発行されると同時に、「Agile Practice Guide」も発行
さ れ た。Agile Practice Guide は、PMI と Agile 
Alliance® が共同で作成したものである。

この Agile Practice Guide では、Agile Project の特徴
をうまく定義している。（表 1）

こ の 表 か ら、Agile の 大 き な 特 徴 と し て 要 件
(Requirements) は” 動 的 (Dynamic)” で あり、活動
(Activities) は” 合致する間繰り返す (Repeated until 
correct)” で あり、最終目標（Goal）は” 顧客価値
(Customer Value)” となっていることである。

つまり、アジャイルマニフェストにあるように要件は”
動的” に変わることを前提として変化への対応をする
こと、顧客との協調をしながら” 合致する間繰り返す”
ことで、動くソフトウェアを” 顧客価値” として頻繁
に提供することを示している。

逆に、Predictive( 予測する ) というアプローチは、従
来のウォーターホール的なアプローチで、最初に要件
を Fixed( 固定 ) してしまい、要件が後から変わらない
ことを前提としている。

2. 予測、反復、インクリメント、
    アジャイル

また、Agile Practice Guide では、Predictive のほかに、
Iterative( 反復 )、Incremental( インクリメンタル )、
Agile( アジャイル ) についても、ライフサイクルをわ
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かりやすく図１のように描いている。

ここでも、アジャイルの特徴として要件が動的に変化
して顧客ニーズに適応していることがわかる。

3. アジャイルサービスマネジメント
アジャイルサービスマネジメントは、Jayne Gordon 
Groll さ んという方が作成した手引きである。
(http://www.masters-consulting.de/fileadmin/web/p
df/2017/Agile_Service_Management_Guide_V1_0317
15.pdf)

このアジャイルサービスマネジメントガイドでは、
ITIL® のようなサービスマネジメントのベストプラク
ティスを組織にアジャイルに導入して、改善を繰り返
すためのガイドとして、アジャイルソフトウェア開発
の１つの手法である scrum をベースにまとめたもので
ある。

Scrum では、ソフトウェアプロダクトを開発する際の
機能要件や非機能要件をプロダクトバックログとして
管理するが、それをアジャイルサービスマネジメント
では、プロセス導入する際の要件を「プロセスバック
ログ」として管理する。

そのプロセスバックログから、2～4 週間の期間でプ
ロセスをデプロイする作業量が完了するまでの「スプ
リント」という単位に割り振って、その短期間で動く
ソフトウェアならぬ、動くプロセスをどんどん頻繁に
デプロイしていくのである。

その「プロセスバックログ」は、顧客価値と連携され
ているため、要件が次々と変化し入ってくるので、そ
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そのプロセスバックログから、2～4 週間の期間でプ
ロセスをデプロイする作業量が完了するまでの「スプ
リント」という単位に割り振って、その短期間で動く
ソフトウェアならぬ、動くプロセスをどんどん頻繁に
デプロイしていくのである。

その「プロセスバックログ」は、顧客価値と連携され
ているため、要件が次々と変化し入ってくるので、そ

れを管理するのが「アジャイルプロセスオーナ」であ
り、「スプリント」に分けられたバックログを「アジャ
イルチーム」によって次々と作り込んでバックログ減
らしていくチームを管理する人が「アジャイルサービ
スマネージャ」となる。

4. まとめ
アジャイルサービスマネジメントは、以下のように表
されている。

今回は、アジャイルプロセスデザインを中心に説明し
てきたが、実際にはプロセスをデプロイするだけでは
なく、プロセスをアジャイルに改善することも含まれ
る。

今後、ますますアジャイルソフトウェア開発が増えて
くると考えられるので、サービス提供もアジャイルに
ならざるを得なくなる。つまり、ITIL® をベースとした
サービスマネジメントにアジャイル思考を取り入れた
アジャイルサービスマネジメントを実践しなければな
らないのである。
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